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(57)【要約】
【課題】立体的に音楽を楽しむために４系統アンプを提
供する
【解決手段】４つの出力（前右、前左、後右、後左）を
特徴とする
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音楽機器全般
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は、音楽機器の４系統出力アンプに関するものである
【背景技術】
【０００２】
従来、音楽機器は右、左の２系統出力アンプである。
【先行技術文献】
【０００３】
【特許文献１】
【非特許文献１】
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
これは次のような欠点があった。
（イ）３次元までの音だけしか表現できなかった。
本発明は、以上のような欠点をなくすためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
音楽の制作段階から見直さなければならない
本発明は、以上の構成よりなる４系統出力アンプである。
【発明の効果】
【０００６】
（イ）より立体的な音楽が楽しめる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の見取り図である。
【図２】ヘッドホンに関する見取り図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
以下、本発明を実施するための最良の形態について説明する。
制作時に４系統（前右、前左、後右、後左）に分け、（１）アンプを４系統に分ける。（
２）スピーカーを４つ用意し、４系統で入力する。また、（３）ヘッドホンも片方に２つ
スピーカーを内臓する。
本発明は、以上のような構造である。
これを使用するときは、アンプのバランスで調節する。
【符号の説明】
【０００９】
１　アンプ
２　スピーカー
３　ヘッドホン
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【図１】

【図２】
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